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令和６年度第２回京丹後市新経済戦略推進会議 会議録 

 

１ 開催日時 

  令和７年 2 月 18 日（火）13:30～15:30 

 

２ 開催場所 

  京丹後市役所峰山庁舎 201 会議室 

 

３ 出席者等 

  ■出席者 行待佳平会長、久米一郎副会長、山崎俊巳委員、松田智生委員、小野寺

由美子委員、河野修己委員、浅井智美委員、田茂井勇人委員、尾﨑至弘

委員、福岡崇委員、田中智子委員、宮腰英明委員、森下裕之委員、足立

眸委員、八隅孝治委員、中山泰(京丹後市長)、椋平智博（オブザーバー）、

白江喜之(オブザーバー)、笠原和史(オブザーバー) 

 

  ■欠席者 錦織隆委員、奥野美奈子委員、福島和彦委員 

 

  ■事務局出席者 

       京丹後市 

        商工観光部      高橋尚義 

        商工観光部商工振興課 金木美由紀、田中勝茂、松本隆明 

 

４ 内容 

 （１）あいさつ 

 （２）京丹後市新経済戦略の方向性について 

 （３）その他 

 

５ 公開又は非公開の別 

  公開 

 

６ 傍聴者の人数 

  ０人  

 

 

 

７ 要旨 

 （１）あいさつ 

  （市長あいさつ） 

  ○中山市長 皆さんこんにちは。第 1 回に引き続き今日もお集まりをいただき誠

にありがとうございます。今国の方ではで、予算編成真っただ中ということで
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ありますけども、我々も注目しながら、同時に京丹後にあっても、予算編成作業

の真っただ中という状況です。今年は諸物価高騰とともに、また人件費も人事

院勧告という仕組みの中で、地方も人件費を上げていくというのがもう各地で

行われていて、我々の方もそういったことを踏まえて、予算編成もさせていた

だいている最中です。いろんな諸事業をする中で経常経費の上昇等を見込みな

がら調整しているということなんですけど、いずれにしても、希望や安心や、ま

た活力をいろんな分野で多彩に創造をしていただけるような環境づくり、そし

て、将来世代にしっかりと、そういった希望安心活力というものを引き継いで

いけるような、そういうような環境ですね、ぜひ作っていきたいということで、

今努力しているという最中です。このことが、今、人口対策とつなげて、求めら

れる地方創生にも、大切になってくるということでございます。地方創生とい

うことだと、全国各地域、まず言われるのは子育ての環境をどうするのかとか

ですね、ここがもう、広く各地で言われています。生活環境とか子育て環境、こ

れ我々も頑張るんですけど、なぜ子育て環境が、特に重点を入れてやるかとい

うことの、いくつかの理由の 1 つは、若い世代に子育てしながら住んでいただ

く上でのよりよい環境を作っていくんだということ。そのことが、人口対策、定

住対策にも繋がっていくんだというそういう問題意識で、各地でやられている

わけですけども、我々も同じなんですが、だけども、我々のところは、子育て対

策だけでは、人口対策にはなりにくい面が他地域と比べてありますのは、他の

都市部周辺の自治体は、働く環境は、大都市に行けばあるんですね。なので、自

分のところに働く環境がなくても、公共交通を使って大都市で働くということ

ができるので、自分とこに働く環境がなくても、住める環境、より良い子育てし

やすい環境で住める環境さえあれば、それが人口対策に繋がり、定住対策にも

繋がりやすいということなんですけども、我々の地域は、子育ての環境だけで

はだめなんですね。働く環境、いかに魅力を持って、働きたいと思えるような環

境等を作っていくかということが、そろわないと、定住対策にはならないとい

うことがあるので、かねてより他地域以上に、この経済の問題、雇用の問題。若

い世代の皆さんが、求めて来ていただけるような仕事で、来ていただけるよう

な環境を作っていくかということが、我々のこの、海山里のすばらしい自然環

境とも調和させながら、新しい魅力として都市部にない環境の中で仕事をでき

るような環境を作っていくかっていうことが大切だと。いうことでこの経済の

問題力を他地域以上に入れてきたということはあるんじゃないかなというふう

に思っております。その意味で、前回も新たに我々のまちをめぐる環境として、

道路が大動脈として通ってくるような環境だったりとか、或いはＤＸでもって

距離のハンデがなくなるようなことだったりとか、或いは海山里の環境生かせ

る環境だったりとか、或いは、社長さん、事業所長さんが、日本の中でも、一番

多いまちの一つですよっていうようなことをプラスにとらえながら、どういう

ことができるのかとか、いろんな、働く環境としての、これからの時代に向か

う、そんな、これからの時代の豊かさに向かうようなそんなことも背景に置い

てくださりながら、いろんな議論をしていただいたらというふうに思っており
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ます。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

 

  （会長あいさつ） 

  ○会長 本日は大変、お忙しい中お集まりいただきましてありがとうございます。 

本日は第２回の新経済戦略推進会議ということで第１回に続きまして、皆さん

にご意見をちょうだいしながら進めて参りたいというふうに思っております。

我々経済団体としては、やはりこの地域で働き、働く場所があるということが、

最終的に大事なことなのかなというふうに思ってもおりますし、人口減少が大

変、問題になってる中で、人口減少に対する皆さんのご意見を賜りながら、どう

やって解決していくかっていう問題になるかなというふうに思っております。 

それでは本日はお忙しい中で、この人数ですので、ご協力をいただきながら進

めて参りたいと思いますので、どうぞよろしくお願いします。 

 

 （２）京丹後市新経済戦略の方向性について 

   ・事務局から資料１及び資料２に基づき、京丹後市新経済戦略会議についての

説明。 

   ・足立委員から、別添資料に基づき、市内の事業所等に関する情報提供。 

 

 

  （質疑応答及び意見） 

 

  ○委員 私の方から織物の話を中心にさせていただきたいと思います。現状とい

たしまして京丹後の中で事業所数が多いとかいろいろとあるわけですけども、

基本的には、丹後のいわゆる機屋の個人事業主の方々が、昔から多かったとい

うところだと思います。ただ年々減少傾向にあり、高齢化が進んでいますので、

残念ながらそこには後継ぎ、事業を継承される方々がおられないという現状の

中で、限りなく減っていってしまうということです。 

我々業界としましても歯止めをかける施策がなくて、非常に厳しい環境とい

うことと、我々取り巻く業界全体の環境も、やはり着物、和装を中心にしている

業界、産業でもありますので、着物を着られないという構造的な不況から始まっ

ていて、今に始まったことではないので、これもずっと右肩下がりが続いている

というところでもあります。ただ和装は日本の文化の象徴と言ってもいいぐら

いなので、なくなるものではないのかなあとは思っています。着物がなくなると

いうことは日本の文化自体がなくなるに等しいと思いますので、何とかこれを

次の世代につなげていかないといけないと、取り組んでいるところです。 

その中で、日本全体を見た中では、和装の産地におきましては丹後は圧倒的に

大きな産地ですし、シルクの需要でいきますと、４割以上が丹後で消費されてる

ということですし、他の産地から比べると、同じような白生地の産地でいきます

と、滋賀県の長浜、新潟の五泉、福井の方にも産地があるんですけど、その辺の
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産地からいくと９割ぐらいは丹後で織っているという環境の中で、丹後がその

中心的な役割を占めているというところでもあります。ですので、それを引き継

いでいく中で、丹後だけではなく、横の、各産地との連携を深めていかないとい

けないと思っています。もういよいよ日本全体が 1 つの産地というようなイメー

ジでとらえていかないといけないと思っています。あと組合といたしましても、

白生地は９割以上が丹後で、あと染の着物を支えていて、西陣の８割、９割が丹

後で製造しているということで、西陣を製造拠点として支えているというとこ

ろでもあります。そんな中で、事業者の大半が西陣の帯をおられている個人事業

者の方々がほぼほぼですので、そこが先ほど言いましたように残念ながらも後

継者がいない環境の中で、なくなってしまうというのが目の前に来ているとい

うところなので、そういう意味では西陣とも連携を深めながら、今後どうするか

ということを考えていかないと、西陣の方も生産拠点としての丹後がなくな

るっていうことで、相当危機感は持ってところでもあると思います。そういう中

でいくと、今までのような個人事業主というのは非常に難しいと思うので、やは

り内製化という工場形態の工場を作っていかないと難しいんではないかなとい

うふうに考えております。組合の振興プランの中でも内製化を進めていこうと

いうことですけれども西陣織物工業組合さんとも話をしつつ、どのような対策

を練っていくかということで動き出しているというところでもあります。今ま

での個人事業主の方々も、決して悪いわけではなくて、結局収入が余りにも少な

くなってきたというですね。全盛の頃はご夫婦でやられて、月に 100 万円以上

の収入を得たりしていて、相当な収入があったわけで、それがもう今ではもう時

給に換算すると 200 円、300 円かなという環境で、それは誰も後を継ごうという

気にはなりませんよね。そこを何とかしないといけないっていうことと、ただ今

ならまだ家に織機があり教えていただけるお父さんお母さんがおられて、家で

できる仕事ということで、子育てをしながらでもできる仕事ということで、自分

のペースでできる仕事でもありますので、そういう意味では、そこがうまいこと、

収入に繋がるようなことも施策でできれば、決して悪い仕事ではないので、つな

げられないかなあとも思っているとこでもございます。 

あとは新産業というところで期待するところは、京丹後市が取り組んでいる

新しい養蚕も含めてというところで、我々が使う糸は海外の糸に完全にシフト

していて、値段ばかりではなくて、品質が国産糸より良くなったという理由も

あって、そういう意味では例えば今の着物とはまた別に、機械金属の方でも宇

宙っていう話をされていますけれど、我々の織物にしても絹の特性を生かした

ものづくりっていうのが重要かなと思っていて、随分昔からいろいろとシルク

の可能性というところで、例えばＵＶであったりだとかいろんな試験をさして

もらったりとかしていて、野蚕という自然にいるような蚕だと、いうＵＶＡから

Ｃまですべて吸収するとかですね、そんなような事例もあったりしますので、品

種改良的なところで、例えば、特殊な性能を持った繭がつくれるようなことがで

きていきますと、宇宙の、例えばインナーとかに使えるような素材が、例えば撚

糸の技術などと合わせていってやっていくと、面白い素材ができていくんじゃ
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ないかなと思っています。多孔質な繊維なので、においがつかないといったこと

もありますので、例えば宇宙に出ていってお風呂に入れない環境の中で、下着な

んかではすごく向いているような素材だと思いますし、軽くて暖かいという機

能的なところもあるので、そういった新しいものづくりにも連携していけたら

なと思っております。 

 

  ○委員 最初に思ったのは、京丹後市のために今何ができるかな。今ある企業を

ずっと続けること。雇用を維持することで、儲けて京丹後市税金を納めること

が思いついたんですけども、この雇用の面で、全国的に、人手不足となっていま

して、実は私と特定技能の外国人を、２年前に２人、去年２人、今年の４月から

４人、計８人を雇用することになっているんですけども、なぜこれふやしていっ

ているかというと、やっぱり人が来ない。募集しても集まらないというのがあ

りまして、私どもは鉄工所ですけども、鍛造業といいまして、なかなか人が集ま

りにくい業種です。 

特定技能外国人の方は、日本で同業他社に３年勤めて、経験者を、日本語も普

通にしゃべれる、そういう経験者を、ちょっと給料は高いですけども雇って、う

ちに来てもすぐコミュニケーションが取れるし、すぐ作業もできるし、一般作業

だったら十分クリアできるなということで、今いる日本の方も非常に仕事がや

りやすくなって、いい方向にいっていますので、どんどんこれも増やしていきた

いと。企業を成長させて、続けていきたいというふうに思います。 

 

  ○委員 冒頭市長が京丹後市の対策を考えていくにあたって、市内で働く環境を

どう作っていくのかということが必要とおっしゃったときに、そうだなと思い

つつ、逆に、人手不足もあるんですね。つまり働く場所自体はきっとあるんだと

思うんですね。そこに考え方としてギャップがあるような気がしています。事

業所としては、たくさんある。且つ社長さんが多いということで、そういうポテ

ンシャルも十分にあると思うんです。じゃあなぜ今こういう状況になっている

のかと考えると、我々の方で人材育成事業として若い社員さんの研修をする中

で、春に入られた方が秋冬頃にはがばっと辞められるというような実態を今年

度体験しまして、それを背景に企業さんに行くときに、採用された方はどうで

すかといろいろ聞くんです。工場など、働く環境としては非常にハードな環境

の会社に、人材の関係でお聞きしたんですけども、逆にそういうところに入ら

れた方が、いや機嫌よくやっていますよと、給料的に別に有利なわけでもなく、

働く環境としても非常に厳しいのにそこはちゃんと残っている。逆に、ここい

い会社やなあって思っているところでも、やめちゃいましたというところも多

いんですね。結局、自分はこんなことをしたいんだということが、ある程度明確

なところというのは、人にとっての魅力になるんだろうなというふうに感じて

いるところなんです。ですので、たくさんある事業者さんの中に、中心となる考

え方、言語化できるものというのが、共感できる考え方と言ってもいいかもし

れないですけれども、できてくるというのがすごく大事なんだろうと思います。 
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その中で宇宙産業への進出のようなものは、1 つはわかりやすい柱としてあり

得るのかなと思います。それにプラスして、ローカルベンチャーのご提案いただ

いたんですけれども、そういうことを起こすための余白、環境というのは、京丹

後市、割と恵まれているようには思います。この宇宙産業とローカルベンチャー

がどう絡むのかということなんですけども、新しくできた産業もうまくそこに

絡んでいけたらいいなと思います。 

 

  ○委員 丹後の特徴はものづくりだと思うんです。織物であったり、機械金属も

ものづくり。ただ、今の教育のあり方がおろそかにされている部分があって、昨

日テレビで見た住みやすい関西の住みたい町の１位が西宮市だったんですが、

それはなぜなんだろうなとも思っていたら、教育の面でした。小さい頃から少

人数で英語を話せるような、そこなのかと。便利さが重要視されますが、それだ

けでいいのかと疑問に思っている人も多いのではないかと思います。 

   経済の変化を受け、子どもたちもお金や社会制度について考える機会が増えてい

て、こうした子どもたちに対して、単なる利便性だけではなく、地域のつながりや

文化の価値を伝えていくことが重要だと思います。事業所が多いというのは、今

までの丹後ちりめんやいろんな産業の中で、つながりの中で生まれてきたもの

だと思うんです。地元の商店をもっともっと活用すべきだし、そういうことに一

生懸命取り組んでおられるところもあります。狛猫祭りというイベントが今年

で 10 回目になるんですが、市民が一生懸命にやって熱意を持ってやることが大

事だし、それを伝えていく、それが伝播していくように自分たちで盛り上げてい

きたいなと思っています。 

基幹産業である丹後ちりめんも今、ターニングポイントで、やっぱりチャレン

ジして変化しないと。宇宙産業はもうすごく魅力的だし、またタンゴオープンセ

ンターという構想もありますね。そこにはものづくりであったり、畑であったり、

桑畑であったり、これができることは、私たち丹後にとっての誇りなんです。足

跡なんです。ここを起点として、大きく舵取りをやってみないと。コアなものを、

どこを目指すのか本当のコアの部分、京丹後市としてどういうふうな、京丹後市

の良さがわかる、京丹後市のよさをちゃんと確立して、そして伝えるというとこ

ろはものすごく大事なので、それを伝える努力をしないといけないのかなって

思います。 

 

 

  ○委員 商業部門、特に小規模小売業部門では、なかなか雇用というのは、たくさ

んは生み出せないですが、そういった中においても、働く時間を短くできると

働きたいという人はたくさんいて、８時間は無理でも４時間ならいける、また、

朝早かったら行ける、夕方なら行けるなど、柔軟な働き方の仕組みがあれば、子

育て中のお母さんでもやっていけると思うんです。 

ハローワークは規模が大きく、小回りが利きにくいため、商工会や市役所が主体

となり、細かくマッチングできる仕組みがあれば、雇用が生まれるのではないかと
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思います。また、ローカルベンチャーだとかソーシャルベンチャーの話も、今日

聞かせていただいて、この京丹後市の中にそういう方々、新しい人が地域に入っ

てくることはいいんですけれども、地域の中でもっと繋がれば、面白くなってい

くことが、どこかで途切れているんじゃないかなというような気もしています。

この間、峰山の商業者工業者を集めて、横の繋がりを作ろうという集まりを行っ

たんですけど、それに参加していただいた 98％の人がまたやって欲しい、もっ

と横の繋がりを持って化学変化を起こして、新しい商品や価値観を生み出せた

らいいなと思っていました。 

最終的には人間がやることなので、人の気持ちが上がってこないと、なかなか

難しいと思うので、そういうその人の機運を上げていくような。個々にイベント

をバラバラにやるんじゃなくて、大きい花火をどんと上げて、その注目度を上げ

ていくというのも大切かなあと思っています。 

 

  ○委員 私は移住してきて、起業した立場でお話をさせていただくと、農家を支

援するような会社をしているんですが、移住関係と農業関係２点でお話しさせ

ていただきます。 

移住関係でいうと、京丹後って結構魅力がたくさんある地域と思うんです。

ちゃんと情報を伝えていけば、もっと移住してくる人が増えてくると思ってい

まして、伝え方というのが、最近よく関係人口という言葉で言われますけど、京

丹後を知って、次に旅行とかにたまに行ったという段階になって、何か応援して

あげようという段階になって、移住という段階を踏んで、そのステージがあるん

ですけど、それぞれのステージに対する何かこう、市からのバックアップという

か、そういう体制ができればもっと多くの人が、どんどん関わり方を深めていっ

てもらえるんじゃないかと思いました。 

農業に関する点で言うと、今後農業分野もかなりの人手が不足していくと

思っていまして、10 年経つとかなり辞められていく方が多くなると思うんです。

その中で、新規就農はハードルが高くて、特にフルーツ関係でいうと収穫できる

までに５年ぐらいかかるので、その間をどうするかとか、ハードルが高いんです。

ですので、後を継いでおられる若手の方が規模を広げていって、その中で雇用を

増やしていくといった形が多くなってくるとは思うんですけど、そういうこと

に対する支援もできてくれば、より農地を守りながら、人も増やしていけるん

じゃないかなっていうふうに思いす。 

 

  ○委員 今日のお話を聞いていて、移住者をもっと増やしたいとか、事業者数と

か売り上げを上げたいというのはあるかと思うんですけど、あるものをどれだ

け生かしていくのかという点が大事だと思いました。京丹後はすごく魅力的な

町で、おられる方もすごいすてきな方が多いですが、今後、すごく頑張ったとし

ても人口減少と高齢化、あと事業者数が今は多いんですけど、少なくなってい

くというのは、なかなか食い止められないと思うんです。でも今いるメンバー、

高齢者の方も多いんですけどもすごく元気なんです。僕ら以上に、技術と経験
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を持たれている方が京丹後には多いので、そういう方々に僕らは支えてもらっ

て、もっと加速していくということが大事かなと思っています。 

あとは、ここの魅力は顔が見えるつき合いが結構あるということです。なので、

スーパーとかネットで物が買えるんですけど、そこちょっと高くなるかもしれ

ないけど、不便だけど地元の店で買うこと、利用することのメリットがもっと知

れ渡ったらいいなっていうのと、その仕組みを行政の方々と一緒に作っていく

必要があると思います。 

また、従業員の減少とか織物業の厳しい状況とか、働く場、雇用の確保、創出、

この辺が課題にあるということですけど、これもあるものをどれだけ有効活用

するかという観点で見ますと、すごいいい会社、いい企業がたくさんあるのにま

だまだ移住前の人からすると見えてないというのがあります。ローカルベン

チャーが結構きらきら見えがちなんすけど、既存の企業でこういう働き方がで

きるよ、例えば副業ができると、なので自分のしたいことを移住した後、就職し

ながら、自分の仕事を副業としてするとか、例えば、お子さんを産んだ女性の方

であればフレキシブルな働き方ができるよとか、既存の事業でできることはま

だまだあると思います。 

また、高付加価値という部分ですけどもこれも同じです。地域であるものを

使っていることにもっと価値を、価値があるってことをＰＲしたほうがいいと

思っています。他で買う方が安いかもしれないけど地域で買うことっていうの

が、環境にとっても地域にとっても、未来にとってもいいということをもっとＰ

Ｒし、行政もそれを支援する、サーキュラーエコノミーであったり、エシカルと

いうのをちゃんと地域のブランドとして発信するということで、僕の会社であ

れば、今後海ごみとかプラスチックのごみをエネルギーに変換したあと地域の

公共交通機関であったりとか、事業者にボイラーとか電気で使ってもらうこと

を構想しているんですけど、そういうのをどんどんやっていきたいという話を

しています。 

 

  ○委員 人材不足の話もありましたが、私自身４年間、広告会社で人事をしてい

まして採用や研修、いろいろしてきたんですがどこも人材不足です。今あるす

てきな会社がたくさんあるので、どうしたらもっと、魅力的な会社というふう

に伝えられるのかとか、あと同じような業態でも、いいと思う会社となんか合

わない、なんかハードだねって思う会社ってあると思うんですけど、そういう

働く会社、働きやすい環境の整備みたいなところでも、みんなで一緒に考えて

やれる部分があるんじゃないかと思いました。 

お金よりも働きがいとか、その職場の人間関係がいいみたいなところが、結構

働くモチベーションになるみたいで、そこを既存の企業の中でどう整備してい

くかといことも大事な観点かなと思いました。 

あとさっきおっしゃったようなローカルベンチャーみたいな、目立っている

人たちと地域の方々の繋がりみたいなところで、本当に課題だなと思っていま

す。100 人会議などでの動きもどんどん加速させていく必要がありますし、お互



9 

 

い歩み寄らなきゃいけないんだろうなと思っています。ぜひ先輩の方々にも、私

たちがいるような場所にも来て欲しいですし、私たちもどんどんそういうとこ

ろに出ていかないといけないなと思います。 

資料２の最後のページを拝見して思ったんですが、この理念ビジョンが、すご

い難しいなと思いまして、私ぐらいの世代の人が見たときに、難しいから入りづ

らいなみたいな気持ちになるんじゃないかなと思っていまして、もし今後こう

で移住者をふやすとか、若手の人材確保というのであれば、こういうコアとなる

考え方、もう少しシンプルな平易なわかりやすい言葉にしいてった方がいいん

じゃないかと個人的には思っております。 

行政ですべてやるのではなくて行政にしかできないことを行政でやって、民

間でもできるところはどんどん一緒に盛り上げていく必要があると思っている

ので、行政としてどこを選択するのかというのを考えていく必要があるなと

思っています。 

 

  ○委員 活発な意見交換で、モチベーションが非常に高いのが素晴らしいなと思

いました。私自身は今大学院でまさに、地域課題解決型の授業をやっていまし

て学生たちにチームを組んでいただいて、リアルな町の課題、今年は千葉県香

取市と伊豆の松崎町を取り上げて、学生たちが集まっていろんな議論をしなが

ら、行政の方とお話をした上で作り上げる事業やっています。 

大事だなと思うのは、その地域に住んでいる人たちから見る地域の課題感と、

外側の人たちから見る課題感、見え方は場合によっては全く違って見えたりす

るわけですね。地域の方から見ると当たり前のことが外の人たちから見るとす

ごく魅力。美しい自然があっても、その情報発信が十分なされてないので、よく

わからないのでもっと教えてくださいとならざるを得ないんですよね。そこは

その思いの次元がずれていることがあるので。また、地域の中で幸せを考えるの

に、お金だけではないというのは、それはそうなんですが、やっぱり地域で若い

人たちが働こうと思ったときに、仕事があって収入があって生活ができる、最低

限できるというところの基盤がまず欲しいわけですよね。西粟倉村も、私はもう

10 年以上ずっと見ているんです。毎年、市役所の人たちと意見交換したりさせ

ていただいているんですが、毎年進化しています。１つの軸は、100 年の森で、

森林資源をどう使うか。ですから、京丹後市がこれまで先代から培ってきたもの

で、耕作放棄地など今、どちらかと資産としては不良化してしまっているものを

どう扱うか、棚卸をきちっとして、サーキュラーエコノミーの考え方でいけば、

そういったものを今日的な価値と言ったときに、地域の中にいる人たちが見え

る世界観と、地域の外側から見たときの世界観と、そこをうまくマージさせて、

答えを出していくっていうプロセスが必要だと思います。 

大事なことは、地域の課題を、社会経済、経済というワードを入れて、経済を

回すという考え方が必要だと思います。 

確かにネットで何でも買えてしまうんですけど、地域のものを買いましょう。

まさに、フランスで取り組まれている地産地消という、マルシェという考え方は、
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まず地域のものをマルシェに集めて集って語り合ってという。いわゆる生産者

と消費者と行政が三位一体となった形で進められているわけですよね。多分そ

れはどこでも取り組めるんですけど、日本が高度成長期を通じながら、大量生産

大量消費の経済的な価値観に馴染みすぎてしまっていると。 

ただし世界は真逆をもう行っていますからね。だからそこは切り替えるいい

チャンスなので、今回皆さんの議論の中で、自分たちがどうするっていうのはも

う横串が入れられているというのはすごく素晴らしい。あとは外の人たちとも

どうやって向き合うか。フランスの場合は、地域の中で余剰物を外に売って儲け

て豊かになろうと、中の経済は中で十分回していきましょうという基本的な考

え方があった上で、外で稼ごうっていうんじゃなくて、余剰物を外に移出するこ

とによって潤おうという発想なので、まず自分たちがいつも主語で主役なんで

すよ。そういう考え方を皆さん持ってらっしゃるのは素晴らしいと思いました

ので、必要があれば、その他の地域の事例というのは参考にしていただいた上で、

自分たちの中でどうしていったらいいかということを、最終的に答えを出して

いただきたいなと。 

それと市役所、行政は確かに後押しだったり、場合によっては引っ張り上げ

るっていう仕事も必要かなと思います。一昨日までドバイ行っていたんですけ

ど、この国はいろんな国の企業の人たちが来て、文化の交流だけでなく経済の交

流、売り込みをやっています。日本の企業もたくさん来ていますしベンチャーの

企業も来ています。先ほどローカルという言葉があったんですが、西粟倉村はグ

ローカルっていう次元に持っていこうということで、1 つ次元を上げています。 

従って、やはりその京丹後はこれから目指す世界観というのは、ローカルを超

えたグローカル観を持って、要するにグローバルとローカルの合成語ではある

んですけど、そういうマインドが必要かなと思います。 

 

 

  ○委員 外部から見ていて、率直に感想申し上げると、新経済戦略で何が一体変

わるかということが見えづらいということです。それは受け手である産業界、

そして市民のメリットって一体何ですか。何がわかるんですかというビフォー

アフターがよくわからなかったということです。じゃあ何が必要かというと、

この委員会のアウトプットを産業界や市民が見て、誰もが納得して、自分の行

動に置き換えられるような、ストーリーが足りないと思いました。 

それで、これで何が変わるか、暮らしが変わる、人手不足が変わる、廃業が減

る。 

ローカルベンチャーが増えるということだと思うんです。所得が増える、もし

増えなくても、産業としての付加価値が上がる。人が増えなくても、ｗｅｌｌｂ

ｅｉｎｇや幸福度がこういうふうに上がります。結果、出生率が増えますとか、

健康寿命が延びますといったような、ストーリーと数字で見せないとおそらく、

市民や議会も納得しないんじゃないかと思いました。 

ストーリー性というのはちょっとしたミニストーリーというんですか。地元
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の老舗企業の社長の視点、移住した起業家の視点、あるいは子育て世代の視点、

アクティブな高齢者の視点ということで、新経済戦略のビフォーアフターをミ

ニストーリー風に書いてみてはどうかと思いました。 

そして最後に、制度設計という視点ですね。こういったことは、個人で頑張る

こと、企業で頑張ること、市役所で頑張ることがありますけども、この他に国が

頑張ることがあると思うんです。 

石破政権で予算、地方創生が倍になるという中で、一体何を国に期待するんだ

ろう。 

国に頑張ってもらうんだということは、例えば、京丹後循環特区を作りますと、

そのために、減税、補助規制緩和をこういった面でやってもらいたいんだってい

うことを打ち出してはどうかということでございます。 

 

 

  ○委員 最初にぜひ、織物頑張っていただきたいなと思っております。 

私も着物をしっかりと着る人間でございまして、京都市内を闊歩しております

が、着物に関わる業者さんも着物着てないんですね。ここが 1 つ大きな問題で

もあるかなって思っています。呉服さんが着物を着ずに着物を売っているって

いうのが実際なところです。実家も西陣の機屋でしたので、私の親世代の兄弟７

人のうちの５人ぐらいは織っていましたが、今は誰も継いでいないというのが

実態でございます。京都新聞を見るたびに白生地の生産量が減っているなあと

いうのを、いつも見て気にしておりましたので、是非とも何らかの形で、ご支援

していきたいなと思っております。 

雇用の方とかですね人材の方が、これはもう全国的に東京を除いてすべてが

人口減というか、流出をしているというのが実態だと思っております。 

その中でぜひとも、あるパイの取り合いじゃなくて、都会に行って馴染んで、

数年経った人達を呼び戻すような、Ｕターンの活動を、しっかりやっていけたら

いいなというふうに思います。 

私もバブルの頃３年半、東京で暮らし仕事をしておりましたけれども、結婚 

して出産するときに、東京では住めないなって思いました。 

そういうこともありますし、ぜひ京丹後に魅力を感じた方を呼び込んでいく

ような、都会に打って出ていく、戦いを挑むようなアクションをしてもいいのか

なというふうに思っています。 

あと既存の企業様の雇用の定着とか、離職防止については、やりがいとか、自

分と他人のためになるやりがいであるとか、あと評価ですね、仕事をしたことに

対しての評価をされること、これらもやりがいに繋がると思っております。 

あとは、ある程度のリターン、これがないとやはり面白くない。 

あとは働きやすさって先ほどもおっしゃっていましたけども、福利厚生の充実、

こういったものが、地方ででもやっぱり必要になってくるんじゃないかと思っ

ております。 

あとはですね企業の、もしくは商店の売り上げアップのためには、やはり地域
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のみならず、海外に売り出していくということを、行政とともにやっていく。

ジェトロさんとともにやっていくといったところが必要なんじゃないかなと

思っております。 

ピンで動くより団体で動いた方が圧倒的に効率が良いと思っております。 

あと、あるものを活かすということも、すごく大事だなと思います。海があり山

があり畑も田んぼもある。 

いろんなものはたくさんあるけれども、その魅力の発信が少ないということ

で、やはりこの情報発信力ですね。そこに力入れていけたらいいと思います。ま

たマーケティングに強い方との連携も必要かなと思っております。 

 

  ○委員 今いただいている内容を見ると、京丹後市ならではの、他にはできない

項目っていうのがあんまりないんですね。他の自治体でも取り組んでいること

が大部分だというふうに感じられるので、そこをもう 1 つ何かこう、工夫して

いただけないかなと思います。 

私、京丹後市の魅力として 1 つ強く思うことがあって、他の地域から行くと

きに、めちゃくちゃ時間がかかるんですよ。 

多分、東京からだと６時間ぐらいかかるんじゃないかなと見ているんですけ

ど。台湾とか香港よりも遠いです。 

そういった点を何かこう、逆手にとって、何かこう魅力ある訴え方をできない

かなと思っています。 

 

  ○委員 ＮＰＯさん等にも言えるんですけど、丹後ってやっぱり小さな活動が多

くて、なので、1 つ 1 つはすごくいい活動をされていても、その発信のボリュー

ムがすごく小さいので、市として目指すものみたいな大きなフラックがあれば、

そのボリュームも大きくなるのかなあと思いながら聞かせていただきました。 

私自身京丹後で子育てをしながら仕事をしてきた身として、機屋さんなんか

も、自宅でできますよっていうこともあったんですけど、そういうことをもっと

知っていただけたらいいのかなあと思ったり、今働いている京丹後市の事業所

さんの中でも、フルタイムで働くのではなくて、おうちでできることはテレワー

クでさせてもらったりだとか、もうちょっと柔軟性のある働き方ができると嬉

しいなっていうことと、あと、すごい小さいことなんですけど学童のルールがも

うちょっと緩くなると思い切り働きやすくもなってくるのかなあと思ったり。 

あと、市内移住なんかの支援もあってもいいのかなあと思います。やっぱり

ちょっと過疎地域だと、学校だとか塾だとかそういう面で、ちょっとこの地域だ

と厳しいなっていうことがあって、全く別の地域に行くよりは、京丹後市の中で

便利なところに移住するという方法も、支援があれば選択肢の中に入ってくる

のかなと思っていますので、そういった支援もあればいいかなと思いました。 

 

  ○オブザーバー この新しい経済戦略の方向性、理念ビジョンの関係、同じ行政

機関としてどうまとめていくか非常に、言葉、方向性難しいというふうに思い
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ますが、今回各委員の皆さんからご意見あったように、100 年の森構想みたいに、

わかりやすくしておく必要はあるし、具体的な数字のようなものも重要なのか

なというふうに感じておりました。 

新産業については、すでに委員の皆さんから発言あったように、宇宙産業への

進出、仕掛けが始まっていますけども、こういうところは高校生、大学生などに

も非常に魅力に感じて、地元ってすごくいいんだよねというふうに感じるとこ

ろでありますので、この先、次の第２、第３の産業というところへの仕掛けとい

うのを、この新経済の中にも考えて落とし込んでいく必要があるのかなと思い

ました。 

それと、２つ目は女性活躍の視点です。ここは女性の方が働く上で、各事業所

のフレックスな働き方という点がありましたけども、実はこれは、フレックスな

事業所や会社でトライアルしていくところを支援していく重要性は、女性の方

による人材不足を補う点と、一旦、会社を勇退された方でも、働きたいんですけ

ども、介護・看護の関係で時間が欲しいという方の働く分野も開放できるという

視点ができますので、ここは人材不足というところにも直結していくんじゃな

いかなというふうに感じております。 

それから最後に、関係人口の関係です。移住定住される方々が増えていく中で、

関係人口創出ということで京都府丹後広域振興局としても、若者のネットワー

クづくりみたいなものを仕掛けています。現在 600 名ぐらいの登録ですけども、

横繋がりを重要に、うまく展開していくと、新しくこちらへ来られた方々も、ど

この方々へ繋がっていけばいいのか、またこれまでから各分野で活躍されてい

る方々も、新しい事業展開してくと横繋がりって非常に重要になってきますの

で、この辺りを拡充、拡大していくことは非常に重要かなというふうに感じてお

りました。 

 

  ○委員 本日は戦略の議論ということで、方向性としての取りまとめは妥当かな

と考えるんですが、一方、メリハリといいますか、京丹後市ならではといいます

か、若干、総花的な印象があるなと考えております。 

人口が減少していく中で、ますます投入する資源も少なくなっていく中、やは

りまずは、地域を支える中核産業である観光、織物などの再生が急務だと思って

いまして、持っておられる技術とかサービスの強みを、再評価ですとか高付加価

値化、そういったものに取り組んでいくことがまず大事だと考えております。 

そのためには外部との連携が不可欠だと思うんですけれども、その点今回は

高速道路が延びるというのは、外部企業にとっても非常に興味の沸くお話かな

と考えておりまして、先ほど遠いという話もありましたけれども、京丹後という

エリアに企業としても関心が湧く良いきっかけになると思いますので、そのタ

イミングでしっかり情報発信して、外部企業に興味を持たせていくということ

がまず大事かなと考えているとこでございます。 
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  ○オブザーバー 地域にあるものを生かすというふうなご意見ございましたが、

まさに私もその通りだと思っておりまして、丹後にはいろいろないいものがあ

るんですよね。それを発信して生かしていくというのは非常に大事なことだと

思っていまして、例えば食品関係の産業です。丹後は従来から織物とか機械金

属業が盛んですが、食品産業の非常にポテンシャルが高い地域であるというふ

うに思っております。京丹後市は美食都市アワードを受賞されたという動きも

ありますし、私ども織物機械金属振興センターも食品の方の技術的な相談も非

常に増えておりまして、名前から想像できないんですけど食品への支援も十分

対応できる設備とか体制が整っていますので、食品への技術支援の強化をこれ

からやっていきたいなと考えておりますし、あるものを活かすというふうなこ

とで非常に重要なポイントだなと考えております。 

 

○会長 いろんなご意見いただきまして市の事務局の方でまた取りまとめをいた

だいて、次の会議進めていければというふうに思っております。それでは以上で

予定をしておりました議事につきましては、終了しました。 

 

 

（以上をもって閉会） 


